
絵
　「
肖
像
」　
　
作
家
・
佐
藤
葉
月
（
妙
高
市
）　

〈
作
者
一
言
〉 
私
の
顔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
顔
は
マ
ヌ
ケ
面
…
、
っ
て
、
誰
が
マ
ヌ
ケ
じ
ゃ
い
！
　

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
「
介
護
予
防
」

 

（
２
・
３
面
）　

　

巻
頭
特
集

●
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
　
●
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
　
●
中
央
法
規
出
版
書
籍
、
県
社
協
で
紹
介
販
売
中

福祉にいがた 第８４０号（10～12面）

福祉にいがた
新潟県社会福祉協議会
新潟県長寿社会振興センター
新潟県高齢者総合相談センター
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猪
俣　
弘
平
さ
ん

�

＝
長
岡
市
＝　

　
所
属
チ
ー

ム
「
越
後
長

岡
杵き
ね

柄づ
か

会
」

は
「
昔
取
っ
た
杵
柄
」
の
言
葉

通
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
が

あ
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

全
国
大
会
で
は
け
が
を
し
な
い

よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
精
い
っ

ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
し
て
楽
し
ん

で
来
ま
す
。

　
　
笹
川　
朋
子
さ
ん

�

＝
加
茂
市
＝　

　

私
た
ち
の

チ
ー
ム
「
は
な

み
ず
き
」
は
男

女
混
成
6
人
で
参
加
し
ま
す
。

過
去
の
成
績
を
考
慮
し
た
の

か
、
県
連
盟
か
ら
今
大
会
出
場

の
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。
大
会
で
は
強

く
柔
軟
な
精
神
力
で
演
武
に
集

中
し
た
い
。

　
　
伊
藤　
昌
彦
さ
ん

�

＝
新
発
田
市
＝　

　
テ
ニ
ス
は
男

性
ダ
ブ
ル
ス
の

60
代
と
70
代
、

女
性
ダ
ブ
ル
ス
の
３
ペ
ア
が

チ
ー
ム
と
な
り
、
団
体
戦
を
競

い
ま
す
。
３
年
前
の
和
歌
山
大

会
で
は
１
勝
も
で
き
ず
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
謙
虚
な
気

持
ち
で
挑
戦
し
、
ま
ず
は
１
勝

を
目
指
し
ま
す
。

シニアら快汗 交流 躍動
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク 

熱
戦
譜

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

太 

極 

拳

テ 

ニ 

ス

精
い
っ
ぱ
い
楽
し
む

精
神
力
柔
軟
に
強
く

ま
ず
１
勝
を
目
指
す

▲テニス（５月４日、新潟市）

▲ゲートボール（５月 25
日、長岡市）

▲弓道（５月 15日、弥彦村）

▲卓球（５月 29日、燕市）

▲バウンドテニス（６月19日、新発田市
）

▲ダンススポーツ
　（５月８日、新潟市）

▲ソフトバレーボール（６月５日、新
潟市）
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区分 種　別 １　位

テ
ニ
ス

新
潟
県
男

60歳以上 川原　晴夫 伊藤　昌彦
70歳以上 種田　廣雄 藤木　秀成

女 60歳以上 山田　智子 山岸　静子

新
潟
市
男

60歳以上　A 田邉　　清 田邊　洋之
60歳以上　B 渡邉　清和 大竹　茂穂

70歳以上 高橋　正周 椎谷　幹雄
女 60歳以上 馬場　浩子 小柳　洋子

ダンス
スポーツ

スタンダード 長澤　良典 長澤　光枝
ラテン 小池　越路 笹口由香利

ソフトボール 新潟ファルコンズ

弓 道
新潟県 岩渕　　茂
新潟市 増田　　稔

ゲートボール 片貝クラブ

卓
　
球

新
潟
県

男
65歳未満 山﨑　　明
70歳未満 霜垣　文雄
70歳以上 竹内　芳夫

女
65歳未満 浮部　則子
70歳未満 中島千恵子
70歳以上 村山　範子

新潟県混合ダブルス 渡辺　道明 砂山　友子

新
潟
市

男
65歳未満 上村　秀夫
70歳以上 長島　　修

女
65歳未満 小林　園江
70歳以上 渋谷登美子

新潟市混合ダブルス 轡田　崇幸 渡部　敏恵
合同混合ダブルス 三浦　　洋 土佐　節子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

新
潟
県

男 60歳以上 築井　正行 兼田　忠啓
女 60歳以上 齋藤みよ子 高橋　里子

混合 長澤　永生 茂野　歌代

新
潟
市

男 60歳以上 佐藤　　豊 大瀬　健吉
女 60歳以上 堤　　恒子 佐藤　裕子

混合 根布　　修 農人　玲子
ペタンク 妙高B

ゴルフ
男

60歳以上 河田　　泰
70歳以上 服部　秋男

女 清水　修子
総合の部 笠原　　宏

ソフトバレー
ボール

新潟県 越後長岡杵柄会
新潟市 新潟ウエスタンズ

バウンド
テニス

新潟県 長野　英幸 中野登喜子
新潟市 遠山　恒夫 内山志津子

第27 回にいがたねんりんピック

競技成績 （１位のみ）

※「剣道」「太極拳」は10月に実施

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
活
力
あ

る
長
寿
社
会
を
目
指
し
、
第
27

回
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」（
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
主
催
、
新
潟
県
・
新
潟
市

な
ど
共
催
）
が
５
月
４
日
、
新

潟
市
東
区
の
市
庭
球
場
で
の

「
テ
ニ
ス
」を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

ト
。
計
11
種
目
の
熱
戦
が
６
月

19
日
ま
で
県
内
各
地
で
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
（「
競
技
成
績
」

の
表
参
照
）。

　
種
目
別
の
競
技
会
は
、
今
年

11
月
に
神
奈
川
県
で
開
催
予
定

の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
全
国

大
会
予
選
を
兼
ね
ま
す
。

　

新
潟
県
選
手
団
と
し
て
は

「
卓
球
」
や
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

「
弓
道
」「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」「
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
」「
ゴ
ル
フ
」
な

ど
の
ほ
か
「
剣
道
」
＝
10
月
２

日
に
県
立
謙
信
公
武
道
館
（
上

越
市
）
で
競
技
会
＝
と
「
太
極

拳
」（
10
月
30
日
に
新
潟
市
西

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
競

技
会
＝
、さ
ら
に
「
マ
ラ
ソ
ン
」

も
加
え
、
計
13
種
目
で
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　
第
34
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭

神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模

原
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か

な
が
わ
２
０
２
２
）」
は
11
月

12
日
～
15
日
、
神
奈
川
県
内
で

開
か
れ
ま
す
。
全
国
大
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
過
去
２
年
間
、
開
催
で

き
て
お
ら
ず
、
今
大
会
へ
の
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熱
闘

13
種
目
、秋
の
全
国
大
会
へ
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

（SJ21-12224から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

令和４年度

保険期間１年

6「オアシス21」2022.8月号



　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
と
新
潟
県
認
知
症
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
相

談
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
相
談
者
数
１
９
０
８
人
の
う

ち
、
相
談
の
種
別
で
は
、
一
般

相
談
が
１
８
３
３
人
、
専
門
相

談
が
75
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
と
し
て
は
、
こ

こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
、
引
き

続
き
「
経
済
・
生
活
」
が
最
多

で
９
９
３
件
、次
い
で
「
家
族・

家
庭
」
が
８
２
６
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
今
の
社
会
情
勢
を
反
映
す

る
よ
う
に
、
生
計
や
先
の
暮
ら

し
に
関
す
る
相
談
が
増
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
家
族
や
夫
婦
に

関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
、
身
近

な
人
に
は
話
し
に
く
い
相
談
等

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
相
談
（
法
律
）

は
今
年
度
か
ら
実
施
回
数
減
と

な
り
、
月
２
回
と
な
り
ま
し
た

が
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に「
相
続・

財
産
」
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

半
数
近
く
を
占
め
ま
し
た
。

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
新
潟
県
の
事
業
見

直
し
に
伴
い
、
令
和
４
年
３
月

末
を
も
っ
て
相
談
窓
口
を
終
了

し
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
ご

利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
相
談
者
数
３
７
５
人
、
延
べ

６
６
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
父
母
の
様
子
を
心
配
す
る
家

族
（
子
ど
も
）
か
ら
の
相
談
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
に
つ
い
て
助
言
を

求
め
る
内
容
や
、
症
状
へ
の
対

応
・
介
護
に
つ
い
て
、
心
身
へ

の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
の
相
談

等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
悩
み
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
に
関
連
し
た

家
族
間
の
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
度
の
相
談
実
績
ま
と
め

年度別相談者数

区　分 R1 年度 R2 年度 R3 年度

一　般 1,556 1,648 1,833

専門（法律） 112 106 75

計 1,668 1,754 1,908

延べ件数 2,267 2,299 2,549

相談センター
2,549件
相談センター
2,549件

保健･医療
7.1%

保健･医療
7.1%

家族･家庭
32.4%
家族･家庭
32.4%

法　律
11.4%
法　律
11.4%

経済･生活
39.0%
経済･生活
39.0%

福祉サービス
7.8%

福祉サービス
7.8%

生きがいづくり
2.3%

生きがいづくり
2.3%

コールセンター
660 件保健・医療

60.0%
保健・医療
60.0%

家族・家庭
12.6%
家族・家庭
12.6%

法　律
3.5%
法　律
3.5%

経済・生活
3.3%

経済・生活
3.3%

福祉サービス
19.4%

福祉サービス
19.4%

生きがいづくり
1.2%

相談内訳の割合

相談内訳の割合

■相談分類別件数（単位：件）　【上段】相談センター／【下段】コールセンター
保健・医療

相談センター：181 件
コールセンター：396 件

生
き
が
い

福祉サービス
相談センター：200 件
コールセンター：128 件

経済・生活
相談センター：993 件
コールセンター： 22 件

法　律
相談センター：291 件
コールセンター： 23 件

家族・家庭
相談センター：826 件
コールセンター： 83 件

そ
の
他

自
　
殺

医
療
関
係
機
関

認
知
症

医
　
療

精
神
衛
生

趣
味
・
余
暇
活
動

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
認
定
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

仕
　
事

住
宅
・
設
備

土
地
・
不
動
産

税
　
金

年
金
・
保
険
・
手
当

生
計
（
生
活
費
）

そ
の
他

人
　
権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

金
銭
・
サ
ラ
金

借
地
・
借
家

成
年
後
見

相
続
・
財
産

家
庭
・
離
婚
・
扶
養

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
　
婦

家
　
族

人
生
（
単
身
）

91 0 16 20 23 31 58 32 72 3 7 86 795 36 22 19 8 25 88 45 16 18 40 10 17 103 42 171 117 70 362 106
16 0 35 301 23 21 8 7 19 0 0 102 5 6 0 0 0 3 8 0 0 3 0 0 11 9 0 8 7 5 53 10

年度別相談者数

区　分 R1 年度 R2 年度 R3 年度

認知症 307 424 375

延べ件数 436 756 660

お気軽にご相談ください
新潟県認知症コールセンター
相談電話
　０２５－２８１－２７８３
　　　（にんちしょう・なやみ）

相談時間　月～金　９：00～ 17：00
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　

菊
野
麻
子
講
師
（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）

 

● 

新
た
な
出
会
い
を
育
む
た

め
、
言
葉
と
態
度
で
相
手
に
自

ら
の
思
い
を
届
け
よ
う
。

● 

相
手
か
ら
心
を
開
い
て
も

ら
う
た
め
に
「
ま
ず
自
分
を
開

示
す
る
」「
相
手
が
興
味
あ
り

そ
う
な
話
題
を
話
す
」「
無
理

に
聞
き
出
さ
な
い
」。
さ
ら
に

「
思
い
や
り
」
の
一
言
を
。

● 

話
す
と
き
の
「
相
手
の
目

を
見
な
い
」「
見
下
ろ
す
」「
口

の
開
き
が
小
さ
い
」「
前
か
が

み
の
姿
勢
」
は
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

● 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

「
何
を
話
し
た
か
」
よ
り
「
ど

う
伝
わ
っ
た
か
」
が
大
切
。

● 

米
国
の
心
理
学
者
に
よ
る

と
、
相
手
に
伝
わ
る
の
は
「
こ

と
ば
」
７
％
、「
言
い
方・口
調
」

38
％
、「
外
見
」
55
％
。

● 「
プ
ラ
ス
」
の
表
現
を
使

お
う
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
言
い
換
え
る
と

前
向
き
な
印
象
に
―
。

● 

ス
ピ
ー
チ
の
結
び
は
「
プ

ラ
ス
」
の
言
葉
で
。

（
講
義
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
）

　
◇
な
る
ほ
ど
…
講
師
を
務
め

た
菊
野
さ
ん
、
民
放
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ

ー
ス
で
ご
活
躍
し
た
頃
と
変
わ

ら
ず
、
声
も
所
作
も
美
し
い
。

こ
ん
な
小
生
で
も
今
さ
ら
、
好

感
度
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
か
？

　
「
何
を
話
し
た
か
」よ
り
も

　
　
「
ど
う
伝
わ
っ
た
か
」大
切　

高
橋
一
栄
講
師
（
至
誠
館
大
学

教
授
）

● 

高
齢
者
の
転
倒
骨
折
は
想

像
よ
り
多
く
発
生
し
て
い
る
。

大
腿
骨
付
け
根
の
骨
折
は
国
内

で
年
間
17
万
件
、
つ
ま
り
３
分

に
１
件
の
発
生
だ
。

● 

転
倒
予
防
や
歩
行
能
力
を

落
と
さ
な
い
た
め
に
骨
盤
内
の

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
大
腰
筋

が
重
要
と
分
か
っ
て
き
た
。

● 

簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
と
し
て
「
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
」
が
重
要
。
筋
肉
の
伸
縮
に

伴
い
、
体
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
数
多
く
の
血
管
も
伸
縮
し
、

体
の
若
返
り
に
効
く
。

● 

簡
単
筋
ト
レ
の
一
つ
「
ア

イ
ソ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
」（
等
尺

性
運
動
）
を
紹
介
す
る
。
７
秒

間
ほ
ど
集
中
す
る
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
、
例
え
ば
両
方
の
て
の
ひ

ら
を
胸
の
前
で
押
し
合
う
。
こ

の
ほ
か
「
ひ
ざ
押
し
」「
ひ
ざ

曲
げ
」
な
ど
も
あ
る
。

● 
高
齢
者
と
運
動
の
研
究
は

世
界
で
進
み
、
人
間
は
何
歳
に

な
っ
て
も
筋
肉
な
ど
身
体
向
上

が
可
能
と
分
か
っ
て
き
た
。

（
講
義
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
）

　
◇
な
る
ほ
ど
…
93
歳
も
筋
肉

肥
大
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き

だ
。
運
動
だ
と
構
え
ず
に
文
明

の
利
器
を
控
え
て
、
少
し
不
便

な
生
活
を
実
践
し
よ
う
か
。

　

大
腿
骨
骨
折
３
分
に
１
件

　
　

何
歳
で
も
身
体
向
上
可
能

転
倒
予
防
と
健
康
づ
く
り
（
2
年
次
）

豊
か
な
人
間
関
係
め
ざ
し
て
（
１
年
次
）

本
年
度
講
座
ス
タ
ー
ト

学
ぶ
意
欲 
知
る
喜
び
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟

講
座
名
は
省
略
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
注
意
し
な
が
ら
の

「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」
の

開
講
は
３
年
目
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
石
上
和
男
学

長
は
、
１
年
次
の
受
講
生
を
激

励
し
よ
う
と
「
学
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
寄
せ
て
い
ま
す
（
要
旨

を
別
掲
）。

　
令
和
４
年
度
の
入
学
生
募
集

は
春
か
ら
開
始
。
応
募
の
出
足

は
好
調
で
し
た
。

　
入
学
生
で
あ
る
１
年
次
は
３

会
場
併
せ
て
計
１
９
１
人
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
よ
り

20
人
余
り
、
増
え
て
い
ま
す
。

会
場
別
に
み
る
と
、
新
潟
は

１
１
２
人
（
定
員
１
２
０
人
）、

長
岡
は
定
員
通
り
の
30
人
、
上

越
は
ほ
ぼ
定
員
の
29
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
高
齢
は
93
歳
、

平
均
年
齢
は
70
歳
で
す
。

　
３
会
場
の
う
ち
、
長
岡
の
申

し
込
み
人
数
は
定
員
を
大
き
く

上
回
り
、
抽
選
と
な
り
ま
し
た
。

早
い
段
階
で
申
し
込
み
な
が
ら

も
抽
選
に
外
れ
た
入
学
希
望
者

も
い
ま
し
た
。
落
胆
さ
せ
る
結

果
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
事
務
局
は

「
ご
希
望
に
添
え
ず
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
ま
た
、
お
申

し
込
み
を
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
新
潟
も
３
密
防
止
に
努

め
て
広
い
会
場
を
使
う
な
ど

「
安
全
安
心
な
学
び
の
場
」
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
ら
清
新 

顔
輝
か
せ

丸山講師の「賢い消費者～悪質商法の被害にあわない
ために～」＝新潟会場

本
年
度
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
順
調
に

　
令
和
４
年
度「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」（
石

上
和
男
学
長
、
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
の
講
座
は
新
潟
と
長
岡
、
上
越
の
３
会

場
と
も
２
年
次
が
５
月
に
、
１
年
次
が
６
月

に
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
順
調
に

回
を
重
ね
て
い
ま
す
。
各
会
場
に
は
学
ぶ
意

欲
に
あ
ふ
れ
た
シ
ニ
ア
た
ち
が
集
ま
り
、
顔

を
輝
か
せ
て
講
義
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

阿宮講師の「自己表現と関係づくり」＝長岡会場

河田講師の「実践者から学ぶ地域福祉と協働」＝上越
会場

【
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
】（
要
旨
）

　
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新

潟
は
旧
新
潟
県
高
齢
者
大
学
と

し
て
平
成
元
年
に
開
学
、
こ
れ

ま
で
に
９
５
６
０
人
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
カ
レ
ッ
ジ
は
学
習
の
機
会

を
提
供
す
る
一
方
、
仲
間
づ
く

り
や
地
域
活
動
な
ど
、
様
々
な

こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
多
彩
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
い
ま
だ
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で

す
が
、
必
要
な
対
応
・
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
安
心
し
て
受
講

い
た
だ
け
る
と
考
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
感
染
対
策
を
取
り

な
が
ら
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の

交
流
を
深
め
、
新
た
な
交
友
関

係
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
、
学
び
を
地
域
に
役
立
て
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
学
長

石
上　
和
男

（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

石上　和男学長

学
び
の
地
域
還
元
を
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福祉福祉にいがたにいがた  第840号

赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根
団体名 助成額

（単位：千円）
フードパントリー北区 300
新潟県ゲートキーパー協会 300
フードバンクにいがた 300
秋葉区・食料×生活支援プロジェクト
実行委員会 300

フードバンクながおか 300
くびき野NPOサポートセンター 300
親なるサポート三条 300
三条おやこ劇場 300
新潟県フードバンク連絡協議会 300
フードバンクかしわざき 300
フードバンクおぢや 300
フードバンクかも・たがみ 300
フードバンクみつけ 300
フードバンクさんぽく 300
おたがいさま食堂 300
フードバンクつばめ 300
つばめ地域食堂プロジェクト 300
ピーカブー 300
フードバンクさど 300
胎内市フードバンク協議会 300
茶めえ・夜なべの会 300
フードバンクあが 300

合計 6,600

赤
い
羽
根　
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
た

福
祉
活
動
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

助
成
対
象
22
団
体
一
覧

新
潟
県
共
同
募
金
会
長

佐
藤
氏（	

）

新
潟
日
報

社　
　
長

が
就
任

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
の
理
事
会
が

６
月
30
日
に
開
か
れ
、
新
会
長
に
新

潟
日
報
社
代
表
取
締
役
社
長
の
佐
藤

明
氏
の
就
任
と
、
小
田
敏
三
氏
（
同

社
前
社
長
）
の
会
長
退
任
を
決
め
ま

し
た
。
と
も
に
６
月
30
日
付
。

　
「
令
和
４
年
度
赤
い
羽
根　

ポ
ス

ト
・
コ
ロ
ナ
（
新
型
感
染
症
）
社
会

に
向
け
た
福
祉
活
動
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
助
成
対
象
と
な
る
県
内

の
団
体
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
助
成
を
受
け
る
団
体
は
一
覧
表
の

通
り
で
、助
成
額
は
１
団
体
30
万
円
、

総
額
６
６
０
万
円
で
す
。

　
助
成
対
象
の
主
な
事
業
は
、
相
談

支
援
事
業
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
事
業
、

ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮
世
帯
へ

の
食
料
支
援
事
業
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
募

金
は
８
月
31
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
福
祉
活
動

　

22
団
体
へ
助
成

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福

祉
や
介
護
な
ど
の
専
門
書
を
発
行
す

る
「
中
央
法
規
出
版
」（
東
京
）
の

書
籍
を
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。Ｈ
Ｐ
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
「
最
新
情
報
」
の
一
覧

か
ら
、
６
月
15
日
「
福
祉
関
連
書
籍

の
ご
案
内
」
に
入
る
と
、
関
連
書
籍

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
初
め
に
ご
紹
介
す
る
書
籍
は
「
障

害
者
総
合
支
援
法
事
業
社
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
の
２
０
２
２
年
版
３
部

冊
で
「
指
定
基
準
編
」（
税
込
み

３
９
６
０
円
）
と
「
報
酬
編
」（
税

込
み
４
８
４
０
円
）、「
指
導
監
査

編
第
４
版
」（
税
込
み
５
２
８
０
円
）

で
す
。

　

さ
ら
に
「
障
害
者
総
合
支
援

六
法　

令
和
４
年
版
」（
税
込
み

７
９
２
０
円
）
や
「
図
解
で
わ
か

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」（
税
込
み

２
４
２
０
円
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
福
祉
現
場
に
必
携
と

さ
れ
る
専
門
書
籍
も
多
数
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

　
書
籍
に
よ
り
、
刊
行
は
今
夏
か
ら

10
月
に
掛
け
て
で
す
。
未
刊
行
本
の

場
合
、
刊
行
さ
れ
次
第
、
配
送
し
ま

す
。
刊
行
本
の
場
合
、
お
届
け
ま
で

７
～
10
日
ほ
ど
を
要
し
ま
す
。

　
県
社
協
の
紹
介
販
売
で
は
、
税
込

み
３
５
０
０
円
以
上
の
購
入
で
、
配

送
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
図
書
の
紹
介
ペ
ー
ジ
や
購
入
申
し

込
み
様
式
に
は
、
県
社
協
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の「
福
祉
関
連
書
籍
の
ご
案
内
」

か
ら
、
ま
た
は
左
掲
の
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
ど
う
ぞ
。
注
文
は
ネ
ッ

ト
上
か
ら
か
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
願
い
し
ま

す
。

県
社
協
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
中

中
央
法
規
の
福
祉
関
係
書
籍

県社協が紹介販売する中央
法規出版の書籍一例

中央法規出版
注 文 様 式

10「オアシス21」2022.８月号
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〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・
ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい

本作本作本作りりが初が初が初めめててててのの方方方も
安安心心しししててててご相談ご相談
くくだだささささい!い!

　
令
和
４
年
度
第
１
回
「
福
祉

団
体
等
懇
談
会
」（
県
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
）が
６
月
30
日
、

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
に

関
し
「
高
齢
者
施
設
の
全
職
員

へ
接
種
」
を
求
め
る
声
が
参
加

団
体
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

　
県
福
祉
保
健
部
の
松
本
晴
樹

部
長
は
行
政
報
告
の
中
で
、
県

内
の
年
代
別
ワ
ク
チ
ン
３
回
目

接
種
率
と
感
染
率
の
低
下
を
示

し
、
４
回
目
接
種
の
必
要
性
や

高
齢
者
施
設
で
の
接
種
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
の

佐
々
木
勝
則
会
長
は
高
齢
者
施

設
で
の
接
種
の
重
要
性
は
同
感

と
し
「
４
回
目
接
種
の
対
象
は

60
歳
以
上
か
、
そ
れ
以
下
の
年

代
で
は
基
礎
疾
患
が
あ
る
こ
と

な
ど
と
定
め
ら
れ
、
該
当
し
な

い
職
員
は
接
種
を
受
け
ら
れ
な

い
。
職
員
全
員
へ
の
接
種
を
標

準
化
で
き
な
い
か
」
と
尋
ね
ま

し
た
。
松
本
部
長
は
「
医
療
従

事
者
か
ら
も
同
じ
こ
と
を
言
わ

れ
て
い
る
。
国
が
接
種
対
象
を

広
げ
る
枠
組
み
を
作
っ
て
く
れ

る
よ
う
、
国
に
伝
え
た
い
」
と

応
じ
ま
し
た
。

　

一
方
、
感
染
症
法
で
現
在
、

２
類
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
位
置
付
け
見
直
し
に
関
し
、

佐
々
木
会
長
が
「
ど
う
変
わ
る

の
か
」
と
質
問
。
松
本
部
長
は

「
５
類
に
変
わ
る
と
、
感
染
の

届
け
出
が
不
要
に
な
る
。
感
染

の
把
握
が
難
し
く
な
る
た
め
、

施
設
で
は
注
意
が
必
要
だ
」
と

説
明
。
さ
ら
に
「
５
類
に
な
っ

て
も
ウ
イ
ル
ス
は
無
く
な
ら
な

い
。
感
染
し
た
か
ら
と
直
ち
に

入
院
す
る
と
医
療
崩
壊
に
な
り

か
ね
ず
、
あ
る
程
度
は
施
設
で

看み

る
準
備
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
県
保
育
士
会
の
山
田
文
子
会

長
は
「
感
染
患
者
を
看
る
施
設

に
対
し
、
県
は
ど
ん
な
支
援
が

で
き
る
か
」
と
質
問
。
松
本
部

長
は
「
２
類
か
ら
５
類
に
変
わ

る
と
、
費
用
を
伴
う
支
援
は
難

し
く
な
る
。
例
え
ば
、
看
護
師

派
遣
な
ど
を
検
討
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
第
１
回
「
福
祉

団
体
等
懇
談
会
」
は
「
対
面
」

と「
リ
モ
ー
ト
」の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
開
催
し
、
こ
の
中
で

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
が
導
入

し
た
高
性
能
「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
自
動
追
尾
リ
モ
ー
ト
カ
メ

ラ
」
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
メ
ラ
に
出
席
者
の
位

置
を
事
前
に
記
憶
さ
せ
、
会
議

で
当
該
出
席
者
が
発
言
す
る

と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
リ
モ
コ

ン
を
操
作
。
す
る
と
瞬
時
に
発

言
者
の
顔
の
ア
ッ
プ
映
像
を
と

ら
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
カ
メ

ラ
は
「
瞬
時
の
切
り
替
え
」
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
広
角
レ

ン
ズ
で
会
場
全
体
を
映
し
出
し

ま
し
た
が
、
人
物
が
小
さ
く
し

か
映
ら
な
い
た
め
、
誰
が
発
言

し
て
い
る
の
か
、
分
か
り
に
く

い
の
が
難
点
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
カ
メ
ラ
に
は
「
Ａ

Ｉ
自
動
追
尾
」
機
能
が
付
い
て

い
ま
す
。
顔
認
識
に
よ
り
講
師

が
ス
テ
ー
ジ
上
で
動
い
て
も
、

会
場
の
参
加
者
の
中
へ
入
っ
て

い
っ
て
も
、
そ
の
動
き
を
と
ら

え
続
け
ま
す
。

　
懇
談
会
の
席
上
、
県
社
協
常

務
理
事
の
関
原
貢
事
務
局
長
は

「
集
合
会
議
と
遜
色
の
な
い

ウ
ェ
ブ
会
議
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

福
祉
団
体 

懇
談
会
で
声
切
実

４
回
目
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

「
施
設
全
職
員
に
接
種
を
」高機能カメラ（スクリーン下の赤い矢印の先）が

活躍した福祉団体等懇談会

ウ
ェ
ブ
会
議
対
応 

高
機
能
カ
メ
ラ
活
躍
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新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
お
薦
め

の
「
今
月
の
本
」。

閉
塞
感
打
ち
破
る
力

　
初
め
は
「
発
達
障
害
と
い
う

才
能
」（
著
者
は
発
達
障
害
の

臨
床
を
研
究
分
野
に
す
る
医
師

の
岩
波
明
氏
）。

　
発
達
障
害
は
主
に
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）

と
注
意
欠
如
多
動
性
障
害
（
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
で
、
最
も
知
ら
れ
る

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
Ａ
Ｓ

Ｄ
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。

　
そ
う
い
え
ば
、
発
達
障
害
の

あ
る
人
が
、
円
周
率
や
乗
用
車

の
車
種
、
列
車
の
種
類
の
記
憶

な
ど
に
、
常
人
の
及
ば
な
い
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
本
書
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

ダ
・
ビ
ン
チ
、
葛
飾
北
斎
な
ど

「
過
去
の
偉
人
や
著
名
人
に
は

発
達
障
害
の
特
徴
を
持
つ
人
も

多
く
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
。
さ

ら
に
、
現
代
の
著
名
企
業
家
な

ど
に
も
言
及
す
る
。

　
こ
う
し
た
能
力
を
持
つ
彼
ら

こ
そ
「
閉
塞
し
た
状
況
を
打
ち

破
る
発
想
や
突
破
力
」
に
な
る

と
強
調
。
そ
の
う
え
で
「
発
達

障
害
の
人
に
知
的
障
害
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
適
切
な
環
境

を
整
え
れ
ば
貴
重
な
戦
力
と
な

る
」
と
指
摘
し
、
画
一
的
と
さ

れ
る
日
本
社
会
が
「
異
能
の
人

を
活
か
す
社
会
」
に
な
る
た
め

の
提
言
も
試
み
て
い
る
。

根
深
い
「
女
子
の
貧
困
」

　
知
ら
な
か
っ
た
―
。
豊
か
で

あ
る
は
ず
の
日
本
な
の
に
、
働

く
女
性
た
ち
の
貧
困
実
態
が
ど

れ
だ
け
大
変
な
の
か
を
。

　
「
女
子
と
貧
困
―
乗
り
越

え
、
助
け
合
う
た
め
に
」（
雨あ
ま
宮み
や

処か

凛り
ん
著
）
は
、
８
人
の
女
性
の

生
活
環
境
や
職
場
環
境
、
待
遇

な
ど
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
生
活
の
た
め
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢

も
経
験
し
「
作
家
・
活
動
家
」

を
名
乗
る
著
者
は
新
潟
日
報
で

回
数
３
０
０
回
を
超
え
る
連
載

「『
生
き
づ
ら
さ
』
を
生
き
る
」

を
執
筆
中
。
物
事
の
観
察
力
と

着
眼
点
、
核
心
を
突
く
筆
致
は

痛
快
で
、
感
心
す
る
。

　
い
わ
く
、
こ
の
国
の
女
性
は

「『
女
性
の
活
躍
』
な
ん
て
美
名

の
下
、男
並
み
に
働
き
、出
産
、

育
児
、
家
事
を
こ
な
し
、
介
護

要
員
と
し
て
も
期
待
さ
れ
、
セ

ク
ハ
ラ
を
う
ま
く
あ
し
ら
う
技

術
ま
で
要
求
さ
れ
る
」
―
。

「
だ
っ
た
ら
時
給
払
え
よ
、
と

元
キ
ャ
バ
嬢
の
私
は
思
う
」

　
働
く
女
性
全
員
の
境
遇
が
本

書
の
通
り
で
な
い
と
し
て
も

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
賃
金
格
差
」

「
降
格
」
な
ど
、
女
子
に
関
し

て
の
問
題
は
な
お
根
深
い
。

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

８月

…は休業日

2022 年

11：30～16：30営業
時間

　
▽
新
潟
県
信
用
金
庫
協
会

（
新
潟
市
中
央
区
、
西
潟
精
一

会
長
）
が
17
万
３
千
円
を
新
潟

日
報
社
を
通
じ
て
県
社
会
福
祉

協
議
会
へ
。 寄 

付

　

平
和
な
は
ず
の
日
本
で
、

白
昼
、
元
首
相
が
凶
弾
に

倒
れ
た
事
件
は
衝
撃
だ
っ

た
。
政
治
的
な
動
機
で
な

い
に
せ
よ
、
参
議
院
議
員

選
挙
運
動
を
妨
げ
民
主
主

義
を
危
機
に
さ
ら
し
た
。

一
方
で
、
社
会
福
祉
の
推

進
や
進
展
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。

　

現
在
の
社
会
福
祉
制
度

は
、
過
去
に
大
勢
が
努
力

し
、
出
来
上
が
っ
た
と
受

け
止
め
る
。「
ま
だ
不
足
」

の
声
が
あ
れ
ば
な
お
、
さ

ら
な
る
充
実
へ
、
今
後
も

大
勢
が
努
力
す
る
の
だ
ろ

う
。「
誰
も
が
生
き
や
す
い

社
会
」を
思
い
描
く
に
は
、

ピ
リ
ピ
リ
し
た
情
勢
下
で

な
い
方
が
い
い
。
多
様
な

考
え
の
議
論
も
欠
か
せ
な

い
。
何
よ
り
、
自
由
な
社

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
、
事
件
を
機
に
、
警

備
や
警
護
の
名
の
下
で
、

国
民
へ
の
締
め
付
け
が
起

こ
ら
な
い
か
。
自
由
な
街

宣
活
動
な
ど
が
萎
縮
し
な

い
か
―
。
杞
憂
で
あ
れ
ば

い
い
。

　

社
会
福
祉
進
展
の
歩
み

は
、
時
代
を
超
え
た
大
河
の

よ
う
で
も
あ
る
。
そ
の
流
れ

を
わ
ず
か
で
も
妨
げ
て
は

な
ら
な
い
。
事
件
の
衝
撃
か

ら
早
く
立
ち
直
り
、
未
来
へ

の
教
訓
も
得
た
い
。そ
れ
が
、

故
人
の
冥
福
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
…
。 

（
佐
）

編
集
後
記


